
皆さん、日本共産党のみわ由美です。県議選では暖かいご支援有難うございました。議

席及ばずでしたが、党松戸市議団とともに元気いっぱい公約実現に頑張ります。よろしく

お願い致します。 
 
今年の終戦記念日は、未曽有の大災害の危機に直面して 
さて皆さん、今日は６６回目の８月１５日終戦記念日ですが、どんな思いでいらっしゃ

るでしょうか。アジアで二千万人日本で三百十万人の命を奪った戦争を二度と再び繰り返

してはならない、平和の決意新たに私達日本共産党、朝から松戸市内を一巡しております。 
同時に私は昨日、戦後の焼け野原の写真を新聞で目に致しましたが、初めは一瞬これは

宮城県石巻の被災地の光景か、と間違えてしまいした。戦後６６年間、日本は確かに平和

の憲法を持ち、戦争はして来なかった、これは大きな成果だと思うんです。しかし今、戦

後未曽有の大災害となった東日本大震災と、人災ともいうべき福島原発事故に直面して、

戦争で苦しんだ世代も戦争を知らない若い世代も再び苦しみのどん底にたたされています。

生まれたばかりの赤ちゃん達も実は私先日初孫が誕生しましたが、原発の新たな不安の前

にたたされているのではないでしょうか。 
「死の灰」を孫子におしつけるのは止めよう－－原発からの撤退を 
皆さん、今こそ原発の危険はなくすべきです。政府に対し、原発からの速やかな撤退と

期限を切ったプログラムの策定を、求めようではありませんか。いま開発されているどん

な型の原子炉も、核エネルギ一を取り出す過程で、莫大な「死の灰」を生み出しますが、「死

の灰」がつくられたら、人類はいまそれをコントロ一ルする手段を持ち合わせていません。

安全に閉じ込めておく方法はもっていない、これが人類の到達です。その「死の灰」の危

険がなくなるにはなんと百万年かかり、いまから百万年前と言うのは北京原人よりももっ

と前の時代だというのですから、気が遠くなりますよね。今から百万年後まで、一体誰が

「死の灰」を、どこに閉じ込めておくというのでしょうか。核のゴミ・死の灰は、延々と

人類を苦しめ日本と世界を脅かすことになるでしょう。だから核のゴミはつくっちゃいけ

ない、原発はもうキッパリお断り、原発ゼロの日本をめざそう、これは当然の選択ではな

いでしょうか。 
みなさん、日本共産党は党を作って８９年。一貫して戦争に命がけで反対してきた政党

ですが原発は危険だ、と厳しく指摘し続けてきた政党です。これに対し、原発は安全だ安

心だ、大丈夫だと、とんでも安全神話をふりまいてきた政府、電力会社やマスコミの責任

は重大です。まず反省して頂きたい。今テレビでは政治の世界では、民主自民の大連立だ

とか首相選びとか言ってますが、そんなことより、原発問題反省しどうするのか、国民の

暮らし経済どうするのか・・肝心要の問題の棚上げは許されない、こう申し上げたいので

すが、皆さんは、いかがでしょうか。今日も、私達日本共産党は原発ゼロを目指す、期限

を切ったプログラムをつくれ、署名運動を行っております。日本の危機を乗り越え希望あ

る明日を取り戻すために力を合わせましょう。ご協力をお願い申し上げます。 



「福島原発事故による放射能汚染から、子どもと国民の健康を守る対策を」 
同時に皆さん、日本共産党は８月１１日、「福島原発事故による放射能汚染から、子ども

と国民の健康を守る対策を」と、政府に「徹底した調査。敏速な除染、万全な健康管理を」

求める緊急提案を行いました。 先日も、新松戸の２５歳の青年から携帯電話をいただき

胸が痛みました。彼の実家は福島で、土日は福島、平日は東京で働いていますが、「みわさ

ん、福島では、毎日、三人の幼い弟や妹たちが、学校や公園で高い放射能にさらされて続

けています。測定機も町会に２台しかなくとり合いで計って高い数値が出ても何も改善さ

れない。保証金や義捐金など一円ももらってない、親は病気で倒れた。東京電力は政府は

何をしているのか。早くして！」本当にひどい話じゃありませんか。 また、松戸市内で

もホットスポットですから、放射能汚染は大丈夫なのか、毎日食べる食品は給食は大丈夫

なのか、セシウムが検出されたごみ焼却灰の捨て場がないではないか等、子育て世代や市

民の間には先の見えない不安が広がるばかりです。この間私たち日本共産党は、松戸市長

や教育長に対して何度も申し入れを行い、他市に先駆け測定機の購入や測定値の公表を実

現させてきました。東京電力交渉に行ってきました。私も、今後とも全力を挙げて、国や

県市に働きかけがんばることをお約束いたします。 
 
やくみつるさんも期待してくださっている「しんぶん赤旗」を 
最後に皆さん、今日は歴史的な終戦記念日です。命の重さ尊さを心に刻みながら、もう

二度と、電力会社大企業や政治家の金儲け第一ではなく、大切な命が人間が大事にされる

社会に政治に、根本から変えていく、そういうスタ一トの日にしょうではありませんか。   
そして皆さん、「しんぶん赤旗」を、一度是非およみになりませんか。九州電力の〝やら

せメール〟は、「しんぶん赤旗」のスクープでした。「赤旗」は、電力業界からの広告料に

しばられている大手マスコミと違い、なんの遠慮もなく、真実を堂々と報道できるからで

す。マンガ家のやくみつるさんは、「日本共産党が以前から原発の危険を指摘してきたこと

は知られていたし、今度は赤旗が九州電力の【やらせメ一ル】をすっぱ抜いた。今もっと

も信頼できる存在だ。ぶれない共産党に、原発から撤退し自然エネルギ一に転換する政策

をリ一ドしてほしいと思う。」と、「しんぶん赤旗」に期待を寄せて下さっております。こ

の機会にぜひ一度、いま注目の「しんぶん赤旗」を、お読みください。 
そのことを最後にお呼びかけを致しまして、わたくし日本共産党みわ由美からの、終戦

の訴えとさせて頂きます。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 



 
 
皆さん、日本共産党は、この間、被災地の苦しみと、皆さまからの不安に応えてその解決

に全力を尽くしてまいりました。党に託された「震災募金」約１１億円を被災地に届け、

私も宮城石巻にいってまいりましたが、のべ１万１千人が直接ボランティアに参加しまし

た。国会でも上からの押し付け復興ではなく、被災地の目線で救援復興をと、二度に渡る

提言を出し二重ロ一ン問題の解消にもとりくんでまいりました。 
 
皆さん、自民党も民主党も、社会保障のため震災復興のためと言って、消費税率を１０％ 
まで引き上げようとしています。しかし実際には、医療の負担を増やし、年金の支給開始 
年齢を引き上げ、生活保護の支給額を減らすなど、社会保障の改悪が目白押しです。 
今こそ、米軍基地への思いやり予算や政党助成金などの無駄遣いをなくし、大企業へのゆ

き過ぎた減税を見直し、負担能力のあるところに負担を求めるべきです。 
震災の復興財源は、大企業が溜め込んだお金を活用する「復興債」で作り出す事が、出

来ます。 被災者を苦しませる消費税増税にきっぱり反対する、日本共産党です。 
 
日本共産党は、いったん大事故が起これば手がつけられないどころか、未完成で危険な原

発からの速やかな撤退を、強く求めます。 
●日本共産党は、原発ゼロの日本をめざす署名運動を行っています。 
 今こそ政府が、原発からの撤退を決断し、期限を決めたプログラムを策定すべきです。 
 再生可能エネルギー、自然エネルギーの開発を、急ピッチですすめるべきです。 
●松戸から、原発ゼロで安全なエネルギ一にきりかえよ、の声を広げましょう。 
「原発からの撤退」この一点で、幅広い共同をすすめましょう。 

 
●松戸市立病院の建替えは、待ったなしです。日本共産党は、皆さんとごいっしょに、 
救命救急・周産期小児医療・災害拠点など、現在の市立病院の規模と機能が、きちんと

維持できる 600 床を守り抜きます。市長がすすめようとするベッド数の大幅削減や、命
が危なくならなければ入院出来ない「超急性期」型の病院には、賛成できません。 
●日本共産党は、医師看護士数の大幅増員と、施設の充実で、誰もが安心できる松戸市立

病院をめざします。国や県からの財政支援をしっかり増やし、建て替え費用や運営費に

ついては、可能な限り市民負担を減らせるよう、頑張ります。 
●日本共産党は、政府がすすめる公立病院減らしや縮小には、反対です。地元住民や市民、

患者や医師・看護士など、関係者の意見が十分に反映された、安心できる市立病院の建

て替えをめざします。 公立病院の充実、発展に全力をあげる日本共産党です。 
（了 


